日時：平成21年11月15日（水）19:15-21:15
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8
平成２１年度　第３回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（２６名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　　　佐藤

人材ポケットよっかいち　　　　　　　　　隈元

グローバルブレイン　　　　　　　　　　　佐々木

いせコンビニネット　　　　　　　　　　　浦田
いが若者サポートステーション　　　　　　一見

三重障害者職業センター　　　　　　　　　浅利
三重若者自立支援センター　　　　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、徳丸、内藤

三重県こころの健康センター　　　　　　　樋口
三重県自閉症発達障害支援センター　　　　正木

四日市商工会議所　　　　　　　　　　　　井田

若者就業サポートステーション・みえ　　　浅井、岩見、金田、品川、中川、水谷

四日市創造ネットワーク　　　　　　　　　井上、唐木、白尾、戸上
１．自己紹介（省略）
２．就労現場との連携について
ゲスト：鶴田紀子さん（株式会社鶴田商会環境事業部）のお話
・鶴田商会について

鶴田商会創業62年の会社、平均年齢が57歳、パート含め19名、勤続20～40年の方も多く居る。現場は大家族のような形でやっている、一般的な企業というより作業所やNPOということ。目指している会社はコミュニティのような会社になりたい。定年を超えても一緒に働いていきたい。

・2年前のキックオフイベントに参加した際はニートだったAさんとの関わりの話
四日市から名古屋まで2時間かけて通勤している。最初3ヶ月バイト、正社員になって丸2年になる。第一印象は、ガラス細工のような繊細な人。一緒に作業を担当した人もまた無口かつ言葉を交わすことが苦手な方で、なかなか仕事が進まずストレスで体を壊してしまった。

丁度そのころ起業支援研修で3人を受け入れたときの１人に色々出来る方が居たので、Aさんの教育係として溶接や製図など様々な技術を教えてみたが吸収できなかった。

世界の経済不況が始まり、売上も半減。パートさんにもお昼には切り上げてもらう状況の中で、正社員として受け入れたAさんも議題に上がる。しかし彼がうちから離れたらどこにも就職できないだろう。もしかしたら一生就職できないかもしれない。うちでいられるかわからないけれど、よその会社に行って仕事ができるくらいの社会性は身につけてほしい。という想いがあった。

職場2階の60歳以上７人のおばあちゃんの現場リーダーで、世話焼き好きで、植物や犬や人を育てるのが上手なお母さんが居て、その方に会議に参加してもらったところ、「それはないでしょ、引き受けたい」とおっしゃられた為、そのリーダーに担当してもらうことになった。

・すこしずつ変化していく

それまでゆっくりゆっくりと歩いていた。昼食は一人で食べる。そういった彼に対しておばさんたちがちょっかいをかけていた。するとだんだん心がひらいていく。数ヶ月前からふだんゆっくり歩く彼が、今日は階段を駆け上がっていった、とか一人で出来たとか皆が喜んで報告してくれる。おばさんたちの関わり方によってAさんがすこしずつ変化している。仕事というよりは生活指導。おばさんたちは「母親と会話するの？」とか「挨拶しているの？」と聞く。ある日「挨拶した」と言ったので「お母さん何て言ってた？」って聞いたら「『お帰りなさい』って言った」。「休みたい？」というある日の問いに「くせになりそうな気がする。生活のリズムができた気がする。」と答えてくれた。実は彼は2年間無遅刻無欠席。台風の日にも電車やバスを乗りついで出てきた。

・見ていて思うこと
様子を見ていくうちに、生活体験がとても少ないのではないか？全体的な話ではないが、家庭の中でのコミュニケーションも少ないのではないかと分かって来た。気働きが苦手。言われたことはきっちりやるが、予想して気働きすることは苦手。今の社会は昔に比べて要求されるバーが高くなってきた。昔なら3年間かけてじっくり育てていくのに、現在はすぐに即戦力。優秀ではない人は振り落とされる。昔は個人企業やちっちゃなお店が沢山あったから、障がいがある人でも受け皿もあった。

しかし以前、就労支援精神障害の支援をしているカウンセラーから、Aさんは仕事が出来る精神状態じゃないから病院に行かせた方がいいと助言された。しかし私たちはそうは思わなかった。だから現場の世話好きなおばさんパワーに任せて、結果うまくいった。
気働きできない、家庭の中でも役割がないと、仕事に出ても、命令がないと何をしていいのか途方に暮れる。求められるレベルが高いから排除される。そのために短期の仕事に行ったり、派遣社員になったりするのでは。社会全体がそういった人を受け入れる体制がないといけない。

最近の若いアルバイトは、些細な仕事も毎日のように言わないとやってくれない。それは恐らく、家庭でのお手伝いをしていない人が多いから、言われないと出来ないのだろう。

・鶴田商会で大事にしていること

大家族のような会社にしたい、社長も含めて自分らしく生きていたい。自分らしくいたいから人をコントロールしたいとも思わない。例えば、北海道浦河町のべてるの家：自分たちが自分たちの社会で生きていける世界をつくろう。べてるのメンバーに逢ったときに本当にすごいと思った。べてるには「3度の飯よりミーティング」という考え方がある。
今の社会はいつもいつも右肩あがり。そうではなく、自分らしく生きている場をつくろう、ということ。自分たちらしくあって、究極のワークシェアリング。仕事をやるかやらないかは自己申告する。精神障害の人たちではできるのに、健常者にはできないのだろうか。どうすれば自分たちらしくできるのかを考えたらやっていけるのになぁ、と思う。最近では会社で隣の人としゃべっていると叱られるため、隣同士メールでやり取りしているとも聞いたことがある。大切なのは、コミュニケーションをとるということ。今の企業は朝から夕方まで一緒にいるのになぜ話さないのだろう？人がその人らしくある社会になっていくことがすごく大事なのではないか。

・自分らしくあることを認め合う

何かの中の型にはめる、自分の顔など忘れてしまう、というのではなく、自分の顔を取り戻して、自分らしく行くこと。
就職することが本当にゴールなのか？
企業も生きて行くのに必死。入ったらまたもっと絶望する。関わりを持つことがもっと難しくなる。生活体験、人とかかわる事、生きて行く力。昔は地域に世話焼きのおじさんやおばさんがたくさんいて、上手に若者を巻き込んでいっていた。けれど今は忙しくて上手にそれができない。自分でそれをするのは難しい。ひとは教えてもらいながら、身につけて行く。人は小さなステップだけれど間違いなく進歩している。
例えば「彼の場合は動作は遅いけど仕事は丁寧だよ」ってリーダーは言ってくれている。けれど今の社会の構造ではプロセスをカットされていることが大半。企業が人を受け入れて、正社員として給料、保険を払うことは経済的体力を使うため、期間的に半額助成などしていただけると嬉しい。

・Aくんに対して思うこと

半年でできないからといって切るということは簡単。縁あって関わったひと、一緒に成長していきたい。そういう社会にしたい。それが会社の理念である。大事なことは生き抜いていく力。生命力。ふっと吹いたら倒れてしまうのではなく、ふっとしたときに倒れない力を身につけることが大事なのではないか。

＜質疑応答＞
◯最初の担当者がAさんの換わっていく過程を見て、何か変化はあったのか？
　→「あの子はだめだよ。でもコミュニケーション能力が僕よりは在ると思うよ。」と言っていた。鶴田商会では毎朝長い朝礼がある。朝礼では全員で握手、24時間の間の良かったこと、うれしかったことを話す。彼は声は小さいがちゃんと話す。経験が少なかっただけ。Aくんや担当者が特別なのではなく、いろんな気の知れた、弱さや個性を分かち合う人達に囲まれているため全否定にならない、というのは大きいかもしれない。

◯私たちは支援者として活動している中で、その子達が働けるための仕事を作り出す力、営業がまだまだ弱い。その創業や営業はどうやっているか。
　→仕事を作ると言うか、今は不景気という事もあり少ない仕事を分かち合っている状態。元々ボーナスも出せる状況ではなく、長年お付き合いしてきた仲でもあり、給与については理解されているし、パートさんが高齢化して生活費がかからないから、何とかやっていける状態。

それから私達は大きくなることに疑問を持っている。拡大路線をとるというのは不自然と思っている。

マイクロビジネスが、色々な人とつながりあって、いろんな仕事を生み出して行ったら、皆は生きている甲斐を感じながら仕事が出来る。仕事は誰かに喜ばれる対価を払われるだけではなく、役立ちながら自分を高めていく。そのために自分の人生を考えていってほしいと思う。色んな方々から鶴田商会が存続しているのは奇跡（笑）とも言われている。

就職、就社するのではなく、自分の関心のあるところでやる。今の社会の在り方の中では就職したくないというわかる気持ちはわかる。売上ノルマばかりが求められ、それが良くない事と分かりながら、そこに全エネルギーを注ぎ込まなければいけないなんて、冗談じゃない、自分の人生勿体無いと。

それからもう一方で、平和で飢えを知らないので、社会に甘えている部分もある。時間をただ無駄に過ごすということ、徒労に終わらせるのはもったいない、という人生に向き合う姿勢は伝えていきたい。その時に世慣れしてないとハードルが高くて大変、だからそこを大人が低くしてあげることは必要。

◯エコブランチと本業の割合は？エコブランチの展開に興味がある。
　→2000年からエコブランチ（環境事業部）を始めた。エコブランチの売上は数パーセントだったが最近やっと一割になってきた。鶴田商会がやっている仕事は大手からの大きな仕事。明日までに徹夜でやらないといけないという様な、誰もやりたがらない仕事を引き受けた。大企業で働いていたときは誰かが幸せだったらいいと思っていたが、今は大企業にいる人もリストラ等あって幸せそうじゃない。誰もが幸せにならない状況で企業だけが大きくなっていく。何のためにしているのかどんどん見えなくなっている。皆が生きている甲斐があって良かったね、とお互い様の世界をつくっていく。

　株主のための企業ではなく、社員のための企業。エコブランチは分社化しようかと思っていたが、電線ハーネスの仕事は高齢化に伴い目がついていかず、仕事を変える必要性が出てきた。いる人たちのために仕事を変える。分社するより上手に融合しながら変えたい。不景気でピンチになってきたときに、営業担当も環境事業の営業を押すようになってきた。単価は割高だが、ランニングコストで見ると合成洗浄液よりもお徳かも、合成洗剤よりもキレイに落ちるし、と取り扱ってくれる企業も出てきた。これで全売上をまかなっていくんだ、というのではなく、皆さんの活動の中で私たちの商品を材料にして、仕事をつくってくださればいい、少しでも自立支援のお手伝いできたらいいと思っている。

　自分たちのサイズがある。向いている適正サイズがある。大きくするということはそれにともなう無理が生じる、それはしたくないということが根本にある。

自分たちは薄給でも食べていけるように、畑で野菜をつくり、旬の物を持って帰るなど、何とかやってます（笑）。

３．サポステみえの訪問支援について
　資料についての説明（岩見）（約30分間）

　・「いつでもどこでもサポート」モデル事業として、「訪問支援」を実施します。

社会と繋がりたいけどきっかけがない、現状を周囲に知られたくない若者を対象に、訪問相談、

自立支援プログラム、サポステの情報提供を行なう。

　・事業経過と事例報告

◇質疑応答
◯たくさん訪問していただきたいケースがあり、してくれるよと相手に伝えているが、なかなかつながってない。5例くらい紹介したが、つながっていない。対象者の規定などはあるのか？
→対象者の規定はない。お電話をいただくまでの流れのどこかで止まっているのでは。親御さんの子どもへの説明の仕方やどう子どもに伝わっているかは分からない。その辺をどうすれば良いのか改善できる部分があったら皆さんからも教えてほしい。

◯親御さんだけで相談に来るケースもたくさんある。本人にどう伝えるよう助言しているのか？
→「率直にいって下さい、回りくどく言うのではなく、チラシを置くだけでなく、『話しを聞きに行ってきて、こういうことを教えてもらった。一度来てもらわない？』と、そのまま言ってみては」とお伝えしています。

「若者就業サポートステーション」という名称から、いきなり仕事をさせられるのでは、という印象をもたれる可能性もあるので、ご家族以外の新しい風に触れるきっかけにして下さい、ともお伝えしています。

◯報告の事例は親御さんがラジオや新聞を見てからの訪問支援の問い合わせですが、実際に行きたいと思っているが部屋や家から出られない本人から連絡はあったのか？　訪問支援のニーズとして、若者本人から挙がって来たのか、親御さんなのか、両方なのかどちらなのか？　また、本人と親御さんとのギャップなどがあるのではないかと懸念したので、本人がそういった希望があるのか？
→本人から訪問支援に来てほしいという申し出は一件もない。親御さんがどうにかしたいということがまずある。親御さんが話すタイミングが本人と合って、きっかけとなることはあると思う。訪問したときに再度サポステについて説明して訪問支援をしている。

◯目的はサポステにきていただくという事だと思うが、明らかに精神疾患という疑いがあり、それが通院に繋がっていない場合でも訪問していただけるのか？
→訪問した先で明らかに精神的な不調が診れた場合は保護者の方と相談医療機関にご相談に行ったかを、やんわりと、ゆっくり確認しながら進めるようにしている。医療機関にかかっている場合は主治医に話をしてもらい、許可が出たら進めるようにしている。

　　実際に実現していない例で、長い方は20年引きこもっている人がいて、話し相手から始めようとしている。しかし、本人の承諾を得ることが難しい。四日市、桑名で出張相談をやっているが、保護者の方とどのようにして進めようかとしている。保護者が進めても、本人の承諾をとるまでに至っていない。その苦労が相談員全員にある。何か突破口をつくりたいと思っている。知識、経験知恵があればぜひ教えていただきたい。

◯後者のケースの対応は間違いではないか？　本人に面談に行っているというより、母親とおばさんに逢いにいって、「あぁ君いるの？」という感じで出来ないか？いきなり核心を突くとしゃべらない親御さんのタイプなのではないか。
→人のタイプをそう簡単に見極めていないし、なぜこの方たちが同じタイプなのかどうか判るのかお聞きしたい。

○報告を読んでいると家庭環境や地域の大企業の勤め先、本人の傾向など、印象としては、同タイプとしか思えない。

→思い込みで訪問するつもりはない。ご本人の支援としてお話を伺いたいので、ご本人が心を開いて話をしてくれるまでは、今の状態で支援をしていきたい。安心して気持ちを話せる場が出来ることをまず考えている。勤め先が同じだからとかいう括り、タイプ比較は違うのでは？

○　本人に逢う目的でなく、まず家族に逢うつもりでその家に行く。いきなり本人に逢おうとするのでなく、誰かが家に来てる、その人はまた来るらしい、ぐらいの印象を残すだけの訪問という流れがあってもいいなぁと思うが、いかがでしょう？
→同様のご希望があったため、そんなふうにできればいいなぁと思う。

◯医療の訪問看護を受けられた方は居るか？

→一人いました。

○支援の重複が気になる。ネットワークが少し足りなかったかなぁと。今後議論しないといけないな、と感じた。

◯まず実績件数がなかなかのびないのが問題かなぁと思う。保護者が本人にどう伝えていいのかがわからないというのが多いのであれば、手段として手紙を書いて、本人に渡してもらう。本人の承諾がないのであれば電話で話すということは可能。保護者の方と電話で話す。そういった手段を考えてってはいかがでしょう？
→親御さんにお手紙や案内を送ったりはしている。

○本人にサポーステーションの生きた情報を伝えるという努力が必要ではないか？
保護者の方の支援、きっかけ作り、ハードルを低くする工夫として、「保護者からの体験談」を掲載するのもいいのでは？

→子供たちのためだけでなく、自分自身の為でもあるんですよ、ということは話してもらっている。

◯来年度の予算要求で、高等学校の中退者等に対する訪問支援が実施される予定ときく。今後はどうなっていくのか。中途退学者の方の情報をどのようにして把握しているか、また保護者にどうやって伝えて行くのか、そのような取組も含めてお答え頂きたい。
→現在訪問している4校を足がかりとして、中途退学者のうち進路が未決定の方、卒業したけれど無業状態、などの人に対して訪問支援を進めて行く予定。学校の中での出張はしている。できればすべての先生に周知してもらって、情報がいきわたるようになるといいと思う。

◯この質問は、マイクを通してこの場でやることだろうか？同じ部屋に部署があるのに、なんで情報共有できていないのか？まだ決まっていない事を今この場で県としての事例検討を行うべきだろうか。質問攻めしているようで、これまでつくり上げてきたネットワーク間の信頼感から外れているようで悲しい。

→この場のやり取りによって気づきや参考事例になると思い質問したが、同じ部屋で普段のやり取りで決めるべきというご指摘はごもっとも。

○サポステの訪問支援事業は今年度モデル事業のため、今年度中で終了します。

　　→皆さんにいろいろ解決策を出して戴くことで前に進む課題もある

　　→ML上で投げかけ、さらなる説明、意見、提案を募集する

　　→その結果を再度整理した上で、次回の会議において意見交換、議論を行う

４．若者就労支援ネットワーク会議の気になっていること・課題をまとめたテーマ整理について

・優先して議論すべきテーマ、色々なアイデアや解決策を皆さんから出して戴くことでテーマを絞っていきたいと考えたが、すぐに解決策が出せそうな課題と、時間がかかる課題、方向性が見出しにくい課題など様々なレベル、属性の情報が混在し、会議で検討できるレベルまで整理できなかった
・書かれた情報だけで意味や意図がわかりにくい情報がある

　→とくに６，１７，２３，２６については詳しい説明や補足が必要

・ML上で投げかけ、さらなる説明、意見、提案を募集する。12/4（金）締め切り。

　その結果を再度整理した上で、次回の会議において意見交換、議論を行う。

５．次回について

　発達障害についての勉強会を予定。適切な講師を知っている方は紹介して頂きたい。

以上
